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―
文
化
五
年
以
降
―

吉

丸

雄

哉

凡
例

著
者
・
画
工
・
版
元
の
名
前
は
通
称
を
採
っ
た
。
原
本
の
記
述
ど
お
り

で
は
な
い
。
人
物
の
代
目
は
生
没
年
で
お
お
よ
そ
わ
か
る
も
の
な
の
で
、

記
し
て
い
な
い
（
歌
川
豊
国
な
ど
）。
題
名
と
そ
の
読
み
は
基
本
的
に
原
本
外

題
か
ら
採
っ
た
。
よ
っ
て
題
名
と
そ
の
読
み
が
『
国
書
総
目
録
』
や
「
日

本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
齟
齬
す
る
こ
と
が
あ
る
。
文
化

三
年
以
降
の
草
双
紙
の
冊
数
は
、
合
巻
体
の
冊
数
で
あ
る
。
黄
表
紙
形
式

（
分
冊
、
冊
ご
と
に
表
紙
）
が
存
在
す
る
場
合
で
も
、
そ
の
こ
と
は
特
記
し
て
い

な
い
。
再
板
は
数
が
多
い
た
め
、
記
述
は
最
低
限
に
と
ど
め
て
い
る
。
文

化
七
年
と
八
年
の
記
録
と
し
て
三
馬
自
筆
の
日
記
『
式
亭
雑
記
』（
大
東
急

記
念
文
庫
所
蔵
、
原
題
「
雑
記
」）
が
存
在
す
る
が
、
文
化
七
年
と
八
年
の
項
目

で
は
重
要
箇
所
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
文
化
七
・
八
年
の
詳
細
が
知
り
た

い
も
の
は
『
式
亭
雑
記
』
を
参
照
の
こ
と
。

本
田
康
雄
『
式
亭
三
馬
の
文
芸
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
48
）
と
棚
橋
正
博
『
式

亭
三
馬
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
6
）
は
三
馬
研
究
の
基
本
書
籍
で
あ
り
、
本
年

譜
稿
は
こ
れ
を
参
照
・
検
証
・
増
補
す
る
こ
と
で
作
成
し
た
。

文
化
五
年
、
一
八
〇
八
、
戌
辰
、
三
十
三
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
を
刊
行
。

『
谷
汲
観
音

利
益
仇
討
（
た
に
く
み
く
は
ん
お
ん

り
や
く
の
あ
だ
う
ち

）

難
あ
り
が
た
き
か
う

有〳
〵

孝
行
娘

む
す
め

』（
三
巻
一
冊
、
勝
川
春
亭

画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
島
川
太
平

増
補
仇
討
（
し
ま
が
は
た
へ
い

ざ
う
ほ
あ
た
う
ち
）

御
堂
詣
未
刻
太
鼓

み
だ
う
ま
ゐ
り
お
や
つ
の
た
い
こ

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
豊
広
画
、

西
宮
新
六
板
）

『
蟒
蛇
於
長
嫐
草
紙

う
は
ば
み
お
ち
や
う
う
は
な
り
さ
う
し

』（
七
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
浜
松
屋
幸
助
板
）

『
金
花
猫
姿

化
生
屋
敷
（
ね
こ
ま
た
ば
ば

け
し
や
う
や
し
き
）

復
讐
両
脵
塚

か
た
き
う
ち
ふ
た
ま
た
づ
か

』（
六
巻
二
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
岩
戸

屋
喜
三
郎
板
）

『
金
銅
名
犬

正
宗
名
刀

（
こ
ん
ど
う
の
め
い
け
ん

ま
さ
む
ね
の
め
い
と
う
）
敵
討
宿
六
始

か
た
き
う
ち
や
ど
ろ
く
の
は
じ
ま
り

』（
十
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、

西
宮
新
六
板
）

『
天
狗
利
生
（
て
ん
ぐ

り
し
よ
う
）鬼
児
島
名
誉
仇
討

お
に
が
こ
じ
ま
め
い
の
よ
の
あ
だ
う
ち

』（
八
巻
二
冊
、歌
川
国
貞
画
、西
宮
新
六
板
）

『
大
津
土
産

（
お
お
つ

み
や
げ
）
吃
又
平
名
画
助
刃

ど
も
の
ま
た
へ
い
め
い
が
の
す
け
だ
ち

』（
八
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
村
源
六
・

西
宮
新
六
板
）

『
山
本
勝
山
髷

三
浦
兵
庫
結

（
や
ま
も
と
の
か
つ
や
ま
ま
げ

み
う
ら
の
ひ
ょ
う
ご
む
す
び
）
両
禿
対
仇
討

ふ
た
り
か
ぶ
ろ
つ
い
の
あ
だ
う
ち

』（
十
二
巻
三
冊
、
歌
川
国

貞
画
、
鶴
屋
金
助
・
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
三
国
伝
来

墻
壁
之
外
（
さ
ん
ご
く
で
ん
ら
い

か
き
ね
の
そ
と

）
玉
藻
前
龍
宮
物
語

た
ま
も
ま
え
り
ゆ
う
ぐ
う
も
の
が
た
り

』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
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近
江
屋
権
九
郎
板
）

『
関
戸
矢
二
郎

牛
子
魔
駄
六

（
せ
き
ど
や
じ
ろ
う

う
し
こ
ま
だ
ろ
く
）
力
競
稚
敵
討

ち
か
ら
く
ら
べ
お
さ
な
か
た
き
う
ち

』（
八
巻
二
冊
、
勝
川
春
亭
画
、

近
江
屋
権
九
郎
板
）

○
以
上
の
合
巻
の
う
ち
、『
敵
討
宿
六
始
』『
鬼
児
島
名
誉
仇
討
』『
御
堂
詣

未
刻
太
鼓
』
を
『
復
讐
奇
譚

三
部
合
巻

お
と
ぎ
も
の
が
た
り
』
と
し
て
銘
打
っ
て
西

宮
新
六
か
ら
半
紙
本
合
巻
（
二
十
四
巻
六
冊
）
を
売
り
出
し
た
が
、「
読
本

ま
が
ひ
の
趣
向
、
大
き
に
は
づ
れ
た
り
」（『
式
亭
雑
記
』）
と
売
れ
行
き
は

悪
か
っ
た
。

○
滑
稽
本
『
浪
花
土
産

初
物
語
』（
一
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
駿
河
屋
半
兵
衛
板
）
四
月
成

稿
、
五
月
刊
行
。

○
正
月
刊
、
古
今
亭
三
鳥
『
新
作
落
咄

笑
顔
始

え
が
お
は
じ
め

』
を
閲
、
お
よ
び
序
。『
笑
顔
始
』

は
文
化
三
年
刊
『
諢
話
江
戸
嬉
笑
』
に
、
三
馬
の
序
二
丁
と
本
文

十
一
丁
（
十
五
話
）
と
挿
絵
一
図
を
加
え
て
新
刻
し
た
も
の
。

○
五
月
刊
、『
如
是
因
縁

に
ょ
ぜ
い
ん
ね
ん

』（
鯛
糸
依
編
、
一
冊
、
蔦
屋
重
三
郎
板
）
に
追
善
文
と

狂
歌
一
首

○
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
や
『
蟒
蛇
於
長
嫐
草
紙
』
の
上
冊
広
告
に
、

『
お
し
ゆ
ん

伝
兵
衛

有
田
唄

あ
り
だ
う
た

お
猴
仇
討

さ
る
の
あ
だ
う
ち

』（
六
冊
、
歌
川
国
貞
画
）
が
載
る
が
、
未
刊
に

終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
『
戯
作
六
家
撰
』
に
は
三
馬
の
詠

ん
だ
狂
歌
と
し
て
「
あ
ろ
か
い
な
お
猿
に
賛
な
あ
ろ
か
い
な
と
ん
だ
趣

向
が
有
田
歌
右
衛
門
」
が
収
め
ら
れ
、
有
田
唄
へ
の
関
心
は
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

○
『
宿
直

と
の
い

物
語
』
が
『
存
採
叢
書
洽
聞
録
』
や
文
化
五
年
の
上
総
屋
忠
助
の

蔵
板
目
録
に
そ
の
名
前
が
見
え
る
が
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

◯
入
江
智
英
編
『
秘
籍
江
戸
文
学
選
』
5
（
日
輪
閣
、
昭
和
51
）
が
、
艶

本
『
幾
夜
物
語
』（
五
冊
）
の
刊
行
年
が
文
化
五
年
で
、
編
者
「
元
来
庵
介

米
」
が
三
馬
だ
と
推
測
す
る
。

○
棚
橋
正
博
「『
浮
世
風
呂
』
に
つ
い
て
」（「
江
戸
文
学
」
20
、
ぺ
り
か
ん
社
、

平
成
11
・
6
）
に
よ
り
、
文
化
六
年
正
月
の
刊
行
と
さ
れ
て
き
た
『
浮
世

風
呂
』
前
編
（
滑
稽
本
、
二
巻
二
冊
、
北
川
美
丸
画
、
西
村
源
六
・
石
渡
平
八
板
）

が
「
外
題
作
者
画
工
書
肆
名
目
集
」（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
、『
国
文
学
論
叢

西
鶴
』）
か
ら
文
化
五
年
十
二
月
二
十
日
よ
り
売
り
だ
さ
れ
た
と
紹
介
さ

れ
た
。文

化
六
年
、
一
八
〇
九
、
己
巳
、
三
十
四
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
明
石
物
語

あ
か
し
も
の
が
た
り

』（
八
巻
二
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
吾
嬬
織
角
觝
大
全

あ
ず
ま
お
り
す
も
う
た
い
ぜ
ん

』（
八
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
金
神
長
五
郎
忠
孝
話

こ
ん
じ
ん
ち
よ
う
ご
ろ
う
ち
ゆ
う
こ
う
ば
な
し

』（
十
二
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
村
源
六
板
）

『
漆
難
即
滅

（
し
ち
な
ん

そ
く
め
つ
）
七
福
譚

し
ち
ふ
く
も
の
が
た
り

』（
四
巻
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
玉
藻
前
三
国
伝
記

た
ま
も
の
ま
え
さ
ん
ご
く
で
ん
き

』（
三
巻
一
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
丹
波
与
作

自
然
薯
三
吉

（
た
ん
ば
の
よ
さ
く

じ
ね
ん
じ
ょ
の
さ
ん
き
ち
）
忠
孝
振
分
道
中
雙
六

ち
ゆ
う
こ
う
ふ
り
わ
け
ど
う
ち
ゆ
う
す
ご
ろ
く

』（
八
巻
二
冊
、
勝
川

春
亭
・
歌
川
国
満
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
無
根
草
夢
談

ね
な
し
ぐ
さ
ゆ
め
も
の
が
た
り

』（
三
巻
一
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
近
江
屋
権
九
郎
板
）

『
腹
鼓
狸
忠
信

は
ら
つ
づ
み
だ
ぬ
き
た
だ
の
ぶ

』（
三
巻
一
冊
、
北
川
美
丸
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

＊
『
腹
鼓
狸
忠
信
』
の
板
元
は
、
文
化
六
年
刊
の
『
鷺
娘
之
来
由

さ
ぎ
む
す
め
の
ら
い
ゆ

』（
十
返

舎
一
九
作
、勝
川
春
亭
画
、鶴
屋
金
助
板
）の
広
告
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
拠
っ

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）
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た
。『
無
根
草
夢
談

ね
な
し
ぐ
さ
ゆ
め
も
の
が
た
り

』と『
腹
鼓
狸
忠
信

は
ら
つ
づ
み
だ
ぬ
き
た
だ
の
ぶ

』は
黄
表
紙
形
式
も
あ
っ
た
。

○
正
月
、『
浮
世
風
呂
』
前
編
（
滑
稽
本
、
二
巻
二
冊
、
北
川
美
丸
画
、
西
村
源
六
・

石
渡
平
八
板
）
が
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
前
年
の
十
二
月

二
十
日
（
棚
橋
「『
浮
世
風
呂
』
に
つ
い
て
」）。

○
正
月
元
日
、
大
火
に
よ
り
『
浮
世
風
呂
』
前
編
初
版
本
の
板
木
焼
失
。

文
化
七
年
春
ま
で
に
、『
浮
世
風
呂
』
前
編
の
再
板
本
刊
行
（
棚
橋
「『
浮

世
風
呂
』
に
つ
い
て
」）。

○
正
月
、『
鼻
毛
は
な
が
し

百
銅
は
み
ぢ
か
し

打
諢
譚

ど
う
け
も
の
が
た
り

』（
滑
稽
本
、
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
山
城
屋
藤
右

衛
門
板
）
刊
行
。『
国
書
総
目
録
』
は
、
合
巻
に
分
類
し
、『
日
本
一
癡
鑑

に
つ
ぽ
ん
い
ち
あ
ほ
う
の
か
が
み

』

（
歌
川
豊
国
画
、
和
泉
屋
市
兵
衛
板
、
享
和
元
年
刊
）
の
改
題
本
と
す
る
が
、
全

く
の
異
本
。
分
類
も
滑
稽
本
が
妥
当
で
あ
る
。

○
八
月
二
十
八
日
、
朝
寝
坊
夢
羅
久
が
柳
橋
大
の
し
富
八
楼
に
て
初
め
て

行
っ
た
咄
の
会
に
山
東
京
伝
や
六
樹
園
ら
と
出
席
し
、
狂
文
、
狂
歌
を

贈
っ
た
（『
落
話
会
刷
画
帖

お
と
し
ば
な
し
か
い
す
り
え
ち
よ
う

』）。
こ
の
日
の
体
験
は
『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』

初
編
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
こ
れ
は
文
化
六
と
せ
と
い
ふ

と
し
の
八
月

は
づ
き

な
か
ば
両
国
柳
橋
な
る
大
の
し
の
た
か
ど
の
に
て
。
お
と

し
は
な
し
の
会
あ
り
け
る
日
京
伝
豊
国
京
山
な
ど
の
う
し
た
ち
と
と
も

に
。
お
と
し
は
な
し
き
か
ば
や
と
て
ゆ
き
け
る
を
り
か
ら
た
は
ふ
れ
に

つ
ゞ
り
て
む
ら
く
ぬ
し
に
お
く
り
つ
談
洲
楼
焉
馬
の
う
し
そ
の
席む

し
ろ

に

つ
ら
な
り
て
。
こ
の
披
講

ひ
ろ
う

を
ば
も
の
し
給
ひ
き
」（『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初

編
、
上
巻
、
附
言
七
丁
表
よ
り
）。

○
『
弁
天
利
生
（
べ
ん
て
ん

り
し
ょ
う
）

建
久
女
敵
討

け
ん
き
ゆ
う
お
ん
な
か
た
き
う
ち

』（
合
巻
、
九
巻
三
冊
、
与
鳳
亭
梧
井

よ
ほ
う
て
い
ご
せ
い

作
、

盈
斎
北
岱

え
い
さ
い
ほ
く
た
い

画
、
上
総
屋
吉
左
衛
門
・
前
川
六
左
衛
門
・
石
渡
利
助
ほ
か
五
軒
板
）
に

「
式
亭
三
馬
閲
」
と
し
序
文
（
文
化
六
年
正
月
）
も
寄
せ
る
。

○
九
月
末
に
、
文
化
九
年
刊
行
の
『
書
習
廓
文
章

か
き
な
ら
う
く
る
わ
ぶ
ん
し
よ
う

』（
合
巻
、
五
巻
一
冊
、
徳

亭
三
孝
作
、
歌
川
国
次
画
、
西
宮
新
六
板
）
の
た
め
に
「
徳
亭
三
孝
の
戯
号
を

贈
る
詞
」
と
い
う
序
を
門
人
徳
亭
三
孝
の
も
と
に
送
る
。

○
正
月
刊
行
の
『
花
鳥
風
月
仇
討
話

か
ち
よ
う
ふ
う
げ
つ
あ
だ
う
ち
ば
な
し

』（
合
巻
、
六
巻
二
冊
、
益
亭
三
友
作
、
歌
川

文
治
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
「
乍
憚
口
上
」
と
し
て
門
人
益
亭
三
友
の
紹
介

文
を
寄
せ
る
。

文
化
七
年
、
一
八
一
〇
、
庚
午
、
三
十
五
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
一
対
男
時
花
歌
川

い
つ
つ
い
お
と
こ
は
や
り
う
た
が
わ

』（
十
二
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
・
歌
川
豊
広
画
、
伊
賀
屋
勘
右

衛
門
板
）

『
鶉
権
兵
衛
俠
客
話

う
ず
ら
ご
ん
べ
え
た
て
い
れ
ば
な
し

』（
三
巻
一
冊
、
菊
川
英
山
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
さ
る
ほ
ど
に
こ
れ
は
ま
た

竹
生
し
ま
利
益
の
仇
討

（
さ
る
ほ
ど
に
こ
れ
は
ま
た

ち
く
ぶ
し
ま
り
や
く
の
あ
だ
う
ち
）
歌
祭
文
阿
三
藻
平

う
た
さ
い
も
ん
お
さ
ん
も
へ
い

』（
六
巻

二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
ひ
だ
り

甚
五
郎

腕
雕
一
心
命

う
で
の
ほ
り
も
の
い
つ
し
ん
い
の
ち

』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
満
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
善
悪
両
面

（
ぜ
ん
あ
く

り
ょ
う
め
ん
）
於
竹
大
日
忠
孝
鏡

お
た
け
だ
い
に
ち
ち
ゆ
う
こ
う
か
が
み

』（
七
巻
二
冊
、
勝
川
春
亭
画
、
鶴
屋
喜

右
衛
門
板
）

『
親
為
孝
太
郎
次
第

お
や
た
め
こ
う
た
ろ
う
し
だ
い

』（
四
巻
一
冊
、
北
川
美
丸
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
俠
客
荒
金

契
情
瓢
象

（
お
と
こ
だ
て
は
あ
ら
か
ね

け
い
せ
い
は
ひ
さ
が
た

）
冠
辞
筑
紫
不
知
火

か
む
る
こ
と
ば
つ
く
し
の
し
ら
ぬ
ひ

』（
八
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国

画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
却
説
浮
世
之
助
話

さ
て
も
そ
の
の
ち
よ
の
す
け
ば
な
し

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
婚
礼
三
組

（
こ
ん
れ
い

み
つ
ぐ
み
）
昔
形
福
寿
盃

む
か
し
が
た
ふ
く
じ
ゆ
の
さ
か
づ
き

』（
五
巻
一
冊
、
北
川
美
丸
画
、
西
宮
新
六
板
）

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）

二
七



『
松
王
丸

明
月
姫

（
ま
つ
お
う
ま
る

め
い
げ
つ
ひ
め
）
昔
語
兵
庫
之
築
島

む
か
し
が
た
り
ひ
よ
う
ご
の
つ
き
じ
ま

』（
六
巻
一
冊
、
小
川
美
丸
画
、
鶴
屋

金
助
板
）

＊
『
歌
祭
文
阿
三
藻
平

う
た
さ
い
も
ん
お
さ
ん
も
へ
い

』
の
国
立
国
会
図
書
館
本
題
簽
は
鶴
屋
金
助
を
板

元
と
す
る
が
、森
屋
治
兵
衛
板
が
先
に
刊
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
昔

語
兵
庫
之
築
島
』
の
最
終
丁
に
「
北
川
姓
改
十
八
歳
小
川
美
丸
画
」。

『
却
説
浮
世
之
助
話

さ
て
も
そ
の
の
ち
よ
の
す
け
ば
な
し

』
は
天
保
十
年
の
蔵
版
目
録
の
あ
る
永
楽
屋
東
四

郎
板
が
あ
る
。

○
正
月
、『
流
転
数
回

阿
古
義
物
語

あ
こ
ぎ
も
の
が
た
り

』（
読
本
、
四
巻
五
冊
、
歌
川
豊
国
・
歌
川
国
貞
画
、

鶴
屋
喜
右
衛
門
・
鶴
屋
金
助
板
）
刊
行
。

完
成
に
至
る
ま
で
の
原
稿
の
進
捗
を
記
す
。
柳
斎
主
人
の
佐
原
の
家

で
、
六
月
中
浣
ま
で
に
『
阿
古
義
物
語
』
の
開
場
か
ら
第
三
回
ま
で
の

稿
を
仕
上
げ
た
（『
阿
古
義
物
語
』
序
、
述
意
）。
そ
の
後
は
、
板
元
鶴
屋
喜

右
衛
門
と
鶴
屋
金
助
の
「
伏
禀
」
に
よ
る
と
、「
巳
の
八
月
朔
日
よ
り

二
之
巻
に
取
り
か
ゝ
り
、
又
々
延
引
仕
り
候
て
、
去
る
巳
の
月
極
月
朔

日
よ
り
當
午
の
正
月
七
日
迄
に
、
第
三
第
四
之
巻
だ
ら
〳
〵
急
に
出
来

仕
り
候
に
付
、
早
速
取
急
ぎ
上
木
仕
り
、
當
春
之
売
出
し
に
相
成
申
し

候
。
然
れ
共
豊
国
主
人
甚
だ
繁
多
に
て
、
な
か
〳
〵
早
急
の
間
に
合
か

ぬ
べ
き
旨
に
て
、
無
拠
断
り
に
付
き
、
作
者
相
談
の
上
名
代
の
画
工
、
即

ち
豊
国
門
人
歌
川
国
貞
主
人
に
相
た
の
み
候
て
、
首
尾
能
出
版
仕
り
候
」。

○
正
月
、『
七
癖
上
戸

な
な
く
せ
じ
よ
う
ご

』（
滑
稽
本
、
三
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
村
源
六
・
西
宮

平
兵
衛
・
西
宮
弥
兵
衛
板
）
刊
行
。

○
『
早
替
胸

は
や
が
わ
り
む
ね

の
か
ら
く
り
』（
滑
稽
本
、
一
巻
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
村
源
六
・

西
宮
新
六
・
西
宮
太
助
板
）
刊
行
。
文
化
六
年
八
月
の
成
稿
。

○
文
化
七
年
の
六
月
よ
り
、
文
化
八
年
の
五
月
十
三
日
ま
で
の
日
記
。

○
春
三
ヶ
月
程
腫
気
に
て
大
病
、
九
月
下
旬
よ
り
痛
風
に
て
大
病
、
行
歩

不
叶
、
漸
々
未
正
月
に
至
り
全
快
す
（『
式
亭
雑
記
』）。

○
『
客
者
評
判
記
』
自
跋
に
よ
る
と
「
金
竜
山
麓
の
別
業
に
二
箇
月
余
り

居
続
の
間
」
と
あ
る
。

○
十
二
月
四
日
に
、
戯
友
の
万
象
亭
が
死
去
。
森
羅
万
象
の
名
が
俳
諧
歌

の
判
者
の
七
珍
万
宝
に
譲
ら
れ
た
次
第
を
『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初
編

の
自
序
に
記
す
。

○
十
二
月
十
九
日
、
本
町
二
丁
目
に
転
宅
、
仙
方
延
寿
丹
の
売
薬
店
を
開

く
（『
江
戸
水
福
話
』『
式
亭
雑
記
』）。

○
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
で
は
「
恋
山
崎
与
一
兵
衛
物
語

こ
い
や
ま
さ
き
よ
い
ち
べ
え
も
の
が
た
り

」（
三
冊
、
北
川

美
丸
画
）、「
毬
歌
娘
形
気

て
ま
り
う
た
む
か
し
か
た
ぎ

」（
五
冊
、
歌
川
豊
国
画
）
が
刊
行
さ
れ
た
と
す
る

が
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
正
月
、『
浮
世
風
呂
』
二
編
（
滑
稽
本
、
二
巻
二
冊
、
画
工
不
明
（
北
川
美
丸
か
）、

西
村
源
六
・
石
渡
利
助
・
石
渡
平
八
板
）
刊
行
。
文
化
六
年
九
月
重
陽

の
前
後
五
日
の
脱
稿
。
な
お
、『
浮
世
風
呂
』
前
編
の
板
木
が
文
化
六
年

の
正
月
に
火
災
の
た
め
焼
失
し
た
こ
と
が
記
し
て
あ
る
。

○
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
神
田
側
の
狂
歌
集
『
千
も
と
の
華
』（
千
首
楼
屋
職
堅

丸
編
、
鈍
々
亭
和
樽
蔵
板
）
に
狂
歌
一
首
入
集
。「
よ
し
の
山
雲
か
雪
か
と

う
た
か
ひ
を
い
ふ
は
六
田
か
ら
み
る
さ
く
ら
花

式
亭
三
馬
」。
三
馬

の
名
前
の
前
に
千
秋
連
の
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
は
、
三
馬
と
千
秋
連
が

か
つ
て
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
す
。

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）

二
八



文
化
八
年
、
一
八
一
一
、
辛
未
、
三
十
六
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
凧
雲
井
物
語

い
か
の
ぼ
り
く
も
ゐ
も
の
が
た
り

』（
七
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
堪
忍
五
郎
稚
講
釈

か
ん
に
ん
ご
ろ
う
お
さ
な
こ
う
し
や
く

』（
五
巻
一
冊
、
小
川
美
丸
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
其
写
絵
劇
俤

そ
の
う
つ
し
え
か
ぶ
き
の
お
も
か
げ

』（
七
巻
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
板
）

『
艶
競
二
人
忠
兵
衛

は
で
く
ら
べ
ふ
た
り
ち
ゆ
う
べ
え

』（
六
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
腹
之
内
戯
作
種
本

は
ら
の
う
ち
け
さ
く
の
た
ね
ほ
ん

』（
三
巻
一
冊
、
小
川
美
丸
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
昔
語
釜
箇
淵

む
か
し
か
た
り
か
ま
が
ふ
ち

』（
七
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

＊
『
艶
競
二
人
忠
兵
衛
』
の
初
板
本
と
思
わ
れ
る
専
修
大
学
向
井
文
庫
本

の
外
題
「
梅
川
忠
兵
衞

一
名
は
で
く
ら
べ
ふ
た
り
忠
兵
衞
」
を
正
式

な
題
名
と
す
べ
き
か
。
文
化
八
年
に
な
る
と
、
芝
居
種
が
増
加
し
、
似

顔
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
三
馬
合
巻
の
擦
り
付
け
の
役
者
の
題

簽
も
こ
の
年
よ
り
始
ま
る
。

○
正
月
、『
客
者
評
判
記

か
く
し
や
ひ
よ
う
ば
ん
き

』（
三
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
塩
屋
長
兵
衞
・
鶴
屋
喜
右

衞
門
・
鶴
屋
金
助
板
）
刊
行
。
上
巻
、
八
文
舎
自
笑
・
三
馬
序
。
下
巻
、
三

馬
・
古
今
亭
三
鳥
序
。
楽
亭
馬
笑
・
徳
亭
三
孝
跋
。
文
政
六
年
序
版
が

存
在
。

○
三
月
、
古
写
本
を
求
め
書
き
写
し
、
頭
注
を
書
き
足
し
、『
身
の
昔
』
と

題
す
る
。
見
返
し
に
「
文
化
八
年
未
三
月
求
得
た
る
古
写
本
倉
卒
に
参

考
し
た
れ
ば
い
ま
た
備
ら
す
追
て
委
し
う
す
へ
し

式
亭
（
式
亭
印
）」

と
あ
る
。『
身
の
昔
』
の
三
馬
自
筆
本
は
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
。

そ
の
写
本
が
東
京
大
学
総
合
図
書
館
本
。
内
容
は
「
船
路
の
記
」「
閨
の

記
」「
矯
屋
の
記
」
か
ら
な
る
遊
里
文
芸
。

○
三
月
十
二
日
、
両
国
橋
向
尾
上
町
中
村
屋
平
吉
方
で
書
画
会
を
開
く
。

京
伝
、
京
山
に
前
日
よ
り
世
話
役
を
頼
む
（『
式
亭
雑
記
』）。

○
十
一
月
、『
狂
言
田
舎
操

き
よ
う
げ
ん
い
な
か
あ
や
つ
り

』（
二
巻
四
冊
、
喜
多
川
歌
麿
（
恋
川
行
町
）・
歌
川

国
直
画
、
三
木
屋
喜
左
衛
門
・
西
村
源
六
・
鶴
屋
金
助
板
）
を
門
人
楽

亭
馬
笑
と
合
作
で
刊
行
。

○
三
馬
贔
屓
の
沢
村
源
之
助
が
四
代
目
沢
村
宗
十
郎
を
襲
名
。
名
披
露
目

の
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
作
品
番
号
120-0017）

に
狂
歌
賛
一
首
。

○
顔
見
世
番
付
を
読
む
沢
村
宗
十
郎
の
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
所
蔵
作
品
番
号
014-0005）
に
狂
歌
賛
一
首
。

○
十
二
月
上
旬
、『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初
編
脱
稿
。「
文
化
八
年
辛
未
冬

十
二
月
上
浣
本
町
延
寿
丹
。
薬
店
に
お
い
て
。
玉
顔
の
奇
薬
江
戸
乃
水

製
法
の
間
。
筆
を
採
る
。」（『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初
編
序
文
）

○
十
二
月
十
三
日
、『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初
編
の
自
跋
に
よ
る
と
文
化

八
年
の
冬
も
酒
に
よ
る
病
に
か
か
り
金
龍
山
下
の
別
業
で
保
養
し
な
が

ら
『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
を
執
筆
し
た
模
様
。

○
『
四
十
八
癖
』
初
編
も
自
序
か
ら
判
断
す
る
と
十
二
月
十
三
日
の
脱
稿
。

○
烏
亭
焉
馬
編
『
江
戸
紫
屓
贔
鉢
巻

え
ど
む
ら
さ
き
ひ
い
き
の
は
ち
ま
き

』
に
狂
文
と
狂
歌
一
首
。

○
元
木
網
追
善
狂
歌
集
『
も
と
の
し
づ
く
』（
梅
園
静
盧
編
、
文
化
八
年
序
）
に

狂
歌
一
首
。

文
化
九
年
、
一
八
一
二
、
壬
申
、
三
十
七
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）

二
九



『
丹
前
風
呂
昔
絵
容

た
ん
ぜ
ん
ぶ
ろ
む
か
し
え
す
が
た

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
ま
と
り
兼か

ね

み
ち
ひ
な
物
語
』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
鱅
頓
兵
衛
幻
草
紙

こ
の
し
ろ
と
ん
べ
え
ま
ぼ
ろ
し
そ
う
し

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
満
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
武
者
修
行
鋭
勇
伝

む
し
や
し
ゆ
ぎ
よ
う
え
い
ゆ
う
で
ん

』（
五
巻
一
冊
、
歌
川
国
丸
画
、
大
坂
屋
秀
八
板
）

『
赤
本
再
興

花
咲
ぢ
ゝ
』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
丸
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
赤
本
再
興

桃
太
郎
』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
丸
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

＊
『
丹
前
風
呂
昔
絵
容

た
ん
ぜ
ん
ぶ
ろ
む
か
し
え
す
が
た

』
は
『
国
書
総
目
録
』
で
は
『
昔
語
丹
前
風
呂

む
か
し
が
た
り
た
ん
ぜ
ん
ぶ
ろ

』

（
見
返
題
）
で
登
録
。『
ま
と
り
兼
み
ち
ひ
な
物
語
』
は
『
国
書
総
目
録
』

に
は
『
旧
内
裡
鄙
譚

ふ
る
だ
い
り
ひ
な
も
の
が
た
り

』（
見
返
題
）
で
登
録
。『
ま
と
り
兼
み
ち
ひ
な
物

語
』
は
専
修
大
学
附
属
図
書
館
向
井
文
庫
本
題
簽
か
ら
。
天
保
七
年
に

松
亭
金
水
が
補
綴
し
た
『
真
鳥
兼
道
雛
物
語

ま
と
り
か
ね
み
ち
ひ
な
も
の
が
た
り

』（
六
巻
三
冊
、
歌
川
貞
房
画
、

森
屋
治
兵
衛
板
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

○
正
月
、『
忠
臣
蔵
偏
癡
気
論

ち
ゆ
う
し
ん
ぐ
ら
へ
ん
ち
き
ろ
ん

』（
滑
稽
本
、
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
金
助

板
）
刊
行
。

○
正
月
、
三
馬
店
の
景
物
本
『
江
戸
水
福
話

え
ど
の
み
ず
さ
い
わ
い
ば
な
し

』（
合
巻
、
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
直

画
、
鶴
屋
金
助
板
）
刊
行
。
の
ち
に
河
内
屋
嘉
七
よ
り
『
江
戸
水
幸
噺
』
と

し
て
再
板
さ
れ
た
。

○
こ
の
年
、『
四
十
八
癖
』
初
編
（
滑
稽
本
、
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金

助
板
）
刊
行
。
自
序
文
化
八
年
十
二
月
三
日
。

○
十
二
月
八
日
、
瀬
川
路
考

ろ
こ
う

（
十
二
月
二
十
九
日
没
）
と
沢
村
訥
子

と
つ
し

（
十
二
月

八
日
没
）
の
追
善
本
（
八
丁
）、『
両
面
蓮
華
道

ふ
た
お
も
て
は
ち
す
の
は
な
み
ち

』
を
完
成
さ
せ
る
。「
文

化
九
年
壬
申
十
二
月
八
日
夜

子
の
上
刻
に
筆
を
起
し
て
卯
の
下
刻
に

稿
成
り
ぬ
」（
自
序
）。
板
元
と
刊
行
年
月
日
は
不
明
。

○
ま
た
、
同
じ
く
路
考
訥
子
の
追
善
物
の
小
冊
子
（
十
一
丁
、
横
小
本
）

『
訥
子
路
考

極
楽
道
中
記

ご
く
ら
く
ど
う
ち
ゆ
う
き

』（
一
巻
一
冊
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
・
鶴
屋
金
助
板
）
を
刊
行

し
た
。
な
お
『
国
書
総
目
録
』
に
「
両
道
中
記
頭
陀
袋
」
と
登
録
さ
れ

る
本
は
『
極
楽
道
中
記
』
の
内
題
が
採
ら
れ
た
だ
け
で
同
一
本
で
あ
る
。

○
六
樹
園
飯
盛
（
石
川
雅
望
）
編
の
『
万
代
狂
歌
集
』（
六
巻
四
冊
、
角
丸
屋
甚
助

板
）
に
狂
歌
四
首
入
集
。

○
こ
の
年
、
一
子
虎
之
助
（
の
ち
の
式
亭
小
三
馬
）
出
生
す
（
戯
作
者
小
伝
）。

○
江
戸
神
田
鎌
倉
河
岸
の
酒
屋
豊
島
十
右
衛
門
（
朝
寝
成
丈

あ
さ
ね
の
な
る
た
け

）
の
編
に
よ
る

『
興
佳
帖

き
よ
う
か
ち
よ
う

』（
写
本
一
帖
、『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
8

近
世
自
筆
稿
本
集
』

所
収
）
に
「
酒
徳
頌
」
の
狂
文
を
寄
せ
る
。
文
化
九
年
三
月
ご
ろ
と
思
わ

れ
る
（
棚
橋
正
博
『
式
亭
三
馬
』）。

○
正
月
、『
浮
世
風
呂
』
三
編
（
滑
稽
本
、
二
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
村
源
六
・

石
渡
利
助
板
）
刊
行
。
文
化
八
年
五
月
八
日
脱
稿
。

○
『
春
窗
秘
辞

し
ゆ
ん
そ
う
ひ
じ

』（
大
本
一
帖
、
淇
澳
堂
主
人
板
）
の
四
月
の
部
に
戯
文
と
狂
歌

を
の
せ
る
。『
春
窓
秘
辞
』
の
刊
年
は
『
狂
歌
書
目
集
成
』
に
拠
る
。

○
当
年
刊
行
、門
人
学
亭
三
子
作
の『
難
波
風
流
鮫
鞘
男

な
に
わ
ぶ
り
さ
め
ざ
や
お
と
こ

』（
合
巻
、三
巻
三
冊
、

歌
川
国
丸
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
序
を
寄
せ
、
か
つ
最
終
丁
に
狂
歌
一
首
を

収
め
る
。

○
当
年
刊
行
、
門
人
徳
亭
三
孝
作
の
『
書
習
廓
文
章
』（
合
巻
、
五
巻
一
冊
、

歌
川
国
次
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
序
文
と
狂
歌
二
首
を
収
め
る
。

○
当
年
刊
行
、門
人
益
亭
三
友
作
の
合
巻『
髭
大
尽
廓
之
全
盛

ひ
げ
だ
い
じ
ん
く
る
わ
の
ぜ
ん
せ
い

』（
五
巻
二
冊
、

歌
川
国
次
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
狂
歌
三
首
を
収
め
る
。

○
当
年
刊
行
、
門
人
春
亭
三
暁
作
の
合
巻
『
雷
神
丸
剣
電

ら
い
じ
ん
ま
る
つ
る
ぎ
の
い
な
ず
ま

』（
三
巻
一
冊
、

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）
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小
川
美
丸
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
序
文
と
狂
歌
一
首
を
収
め
る
。

○
瀬
川
路
考
追
善
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
板
元
未
詳
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

所
蔵
作
品
番
号
114-0032）
に
「
瀬
川
路
考
を
い
た
み
て
」
の
賛
。

○
沢
村
宗
十
郎
追
善
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
板
元
未
詳
（
山
形
に
十
）、
早
稲
田

大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
作
品
番
号
114-0051）
に
訥
子
を
い
た
む
賛
。

○
沢
村
宗
十
郎
追
善
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
鶴
屋
金
助
板
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博

物
館
所
蔵
作
品
番
号
114-0055）
に
訥
子
を
い
た
む
狂
歌
賛
一
首
。

文
化
十
年
、
一
八
一
三
、
癸
酉
、
三
十
八
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
二
枚
続
吾
嬬
錦
絵

に
ま
い
つ
づ
き
あ
ず
ま
に
し
き
え

』（
七
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
ひ
た
か
川
清
姫
』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
巳
己
已
巳
歌
字
尽

よ
み
て
み
よ
う
た
じ
つ
く
し

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
お
花
半
七

吾
妻
花
歌
妓
気
質

あ
ず
ま
の
は
な
げ
い
こ
か
た
ぎ

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
・
歌
川
国
直
画
、
森
屋
治

兵
衛
板
）

＊
『
ひ
た
か
川
清
姫
』
は
『
国
書
総
目
録
』
で
は
『
日
高
川
清
姫
物
語

ひ
だ
か
が
わ
き
よ
ひ
め
も
の
が
た
り

』

（
内
題
）
で
登
録
。
国
文
学
研
究
資
料
館
本
や
専
修
大
学
向
井
文
庫
の
外

題
が
『
ひ
た
か
川
清
姫
』。『
お
花
半
七

吾
妻
花
歌
妓
気
質

あ
ず
ま
の
は
な
げ
い
こ
か
た
ぎ

』
は
（
大
坂
）
加
島

屋
清
助
に
よ
る
後
刷
本
あ
り
。

○
当
年
、
左
記
の
滑
稽
本
刊
行
。

『
銘酒

一
盃
綺
言

い
つ
ぱ
い
き
げ
ん

』（
一
巻
一
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
平
兵
衛
・
津
村
三
郎
兵

衛
・
石
渡
利
助
板
）

『
四
十
八
癖
』
二
編
（
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）。
文
化

九
年
三
月
上
浣
序
。

『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
初
編
（
二
巻
二
冊
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
柳
髪
新
話

浮
世
床
』
初
編
（
三
巻
三
冊
、
鶴
屋
金
助
・
柏
屋
清
兵
衛
板
）。
文
化

八
年
皐
月
十
日
序
。

『
浮
世
風
呂
』
四
編
（
三
巻
三
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
村
源
六
・
石
渡
利
助
板
）

『
人
間
万
事
虚
誕
計

に
ん
げ
ん
ば
ん
じ
う
そ
ば
つ
か
り

』（
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
・
関
口

平
右
衛
門
板
）。
文
化
九
年
五
月
序
。

○
正
月
刊
、『
仮
名
手
本

蔵
意
抄

く
ら
い
し
よ
う

』（
一
巻
一
冊
、
万
寿
亭
正
二
作
、
歌
川
豊
国
画
、
西
村

源
六
板
）
に
補
綴
。

○
夏
（
序
）
の
芍
薬
亭
長
根
編
『
狂
歌
関
東
百
題
集
』（
蔦
屋
重
三
郎
板
）
に
挿

絵
六
枚
描
く
。

○
文
化
三
年
初
板
の
滑
稽
本
『
酩
酊
気
質

な
ま
よ
い
か
た
ぎ

』
が
西
宮
平
兵
衛
・
津
村
三
郎

兵
衛
・
石
渡
利
助
合
板
で
再
板
さ
れ
る
。

○
『
江
戸
名
所
画
本
』（
十
返
舎
一
九
編
・
画
、
二
冊
）
に
狂
歌
一
首
。

○
門
人
古
今
亭
三
鳥
作
の
『
昔
語
本
田
始

む
か
し
が
た
り
ほ
ん
だ
の
は
じ
ま
り

』（
合
巻
、
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
直

画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）
最
終
丁
古
今
亭
の
書
斎
の
壁
に
三
馬
の
狂
歌
「
世

わ
た
り
も
戯
作
の
道
も
よ
く
は
り
て
よ
く
ば
り
つ
く
す
古
今
亭

式
亭

酔
中
書
」
が
掛
け
て
あ
る
。

文
化
十
一
年
、
一
八
一
四
、
甲
戌
、
三
十
九
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
両
個
助
六

ふ
た
り
す
け
ろ
く

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

『
交
無
癡
安
売

ま
じ
り
な
し
た
わ
け
の
や
す
う
り

』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
金
助
板
）。
文
化
十
年

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）
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十
一
月
序
。

『
和
合
神
所
縁
赤
縄

わ
ご
う
じ
ん
ゆ
か
り
の
い
と
す
じ

』（
五
巻
一
冊
、
歌
川
美
丸
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
当
世
織
繽
紛
八
丈

と
う
せ
い
お
り
ま
が
い
は
ち
じ
よ
う

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
万
字
や

玉
菊

燈
籠
始

と
う
ろ
う
の
は
じ
ま
り

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
浮
世
夢
助
魂
胆
枕

う
き
よ
ゆ
め
す
け
こ
ん
た
ん
ま
く
ら

』（
三
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

＊
『
両
個
助
六
』
は
『
国
書
総
目
録
』
で
は
『
名
揚
巻
両
個
助
六

な
を
あ
げ
ま
き
ふ
た
つ
す
け
ろ
く

』（
見
返

し
題
）
で
登
録
。

○
当
年
、
左
記
の
滑
稽
本
刊
行
。

『
田
舎
芝
居
忠
臣
蔵
』
二
編
（
二
巻
二
冊
、
鶴
屋
金
助
）。
文
化
十
年
五
月

上
浣
脱
稿
。

『
古
今
百
馬
鹿

こ
こ
ん
ひ
や
く
ば
か

』（
二
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
蔦
屋
重
三
郎
・
越
前
屋
吉
兵
衛
・

山
崎
平
八
板
）。
文
化
九
年
中
浣
脱
稿
。

『
人
心
覗

ひ
と
ご
こ
ろ
の
ぞ
き

か
ら
く
り
』（
二
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
村
与
八
。
山
崎
平

八
・
天
満
喜
平
・
萩
原
源
助
（
加
賀
屋
源
助
）・
鷦
鷯
長
治
（
為
永
春
水
）
板
）。

文
化
九
年
九
月
中
浣
脱
稿
。

「
文
化
九
年
中
浣
、
江
戸
前
取
立
の
ぴ
ん
〳
〵
す
る
隠
士
、
小
田
原

町
の
妾
宅
に
二
日
滞
留
の
間
筆
を
採
る
」（
自
序
）

『
浮
世
床
』
二
編
（
二
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
柏
屋
半
蔵
・
鶴
屋
金
助
板
）。

文
化
九
年
十
二
月
中
浣
序
。

『
素
人
狂
言
紋
切
形

し
ろ
う
と
き
よ
う
げ
ん
も
ん
き
り
が
た

』
初
編
（
二
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
蔦
屋
重
三
郎
・
越

前
屋
吉
兵
衛
・
山
崎
平
八
板
）。
文
化
九
年
四
月
下
浣
序
。
二
編
（
匠
亭

三
七
序
）
は
刊
年
未
詳
。

○
九
月
『
巣
鴨
名
産

菊
の
栞
』（
立
川
焉
馬
編
、
歌
川
美
丸
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）
に
狂

歌
八
首
を
寄
せ
る
。

○
『
一
筆
啓
上
』（
往
来
物
、
中
本
一
冊
、
英
平
吉
板
）
刊
行
。

○
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
に
本
年
刊
と
し
て
収
録
さ
れ
る
『
衣
川
怪
談

三
俣
小
説

累
模
様
楓
襠

か
さ
ね
も
よ
う
も
み
じ
の
う
ち
か
け

』（
六
冊
、
歌
川
国
直
画
）、『
其
浦
島
七
世
孫
助

そ
の
う
ら
し
ま
し
ち
せ
い
ま
ご
す
け

』（
六
冊
、

歌
川
国
直
画
）
は
未
刊
と
思
わ
れ
る
。

○
五
月
十
七
日
、
本
所
五
ツ
目
天
恩
山
羅
漢
寺
で
開
か
れ
た
焉
馬
の
年
賀

の
莚
に
参
加
す
る
。
柏
屋
で
開
か
れ
る
予
定
が
急
遽
変
更
と
な
り
舟
で

移
動
す
る
。
帰
路
は
真
顔
の
雇
っ
た
舟
に
便
乗
し
て
一
石
橋
か
ら
上
が

る
。「
往
く
時
は
人
〳
〵
と
ゝ
も
に
む
か
へ
ふ
ね
に
乗
て
戯
れ
に
よ
め

る
歌

柏
屋
と
思
ひ
の
外
に
は
か
に
羅
漢
寺
な
る
よ
し
聞
て

羅
漢
寺

へ
ゆ
く
も
か
ま
わ
（
鎌
と
輪
の
絵
柄
）
ぬ
談
洲
楼
焉
馬
の
会
は
舟
だ
け
そ

ん
じ
や

三
馬
」
と
狂
歌
を
詠
む
（『
落
話
会
刷
画
帖
』）。

○
浮
世
絵
「
寄
三
津
再
十
二
支

よ
せ
て
み
つ
ま
た
も
じ
ゆ
う
に
し

」（
二
枚
続
一
組
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
作
品
番
号
101-7086・
7085）
に
「
か
け
合
娘
ほ

め
こ
と
ば
」
の
賛
。
本
年
三
月
堺
町
中
村
座
坂
東
是
業
三
十
三
回
忌
追

善
の
坂
東
三
津
五
郎
興
行
に
関
す
る
も
の
。

文
化
十
二
年
、
一
八
一
五
、
乙
亥
、
四
十
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
女
房
気
質
異
赤
縄

に
よ
う
ぼ
う
か
た
ぎ
お
つ
な
え
ん
む
す
び

』（
五
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）
文
化

十
一
年
八
月
下
浣
脱
稿
。

『
三
勝
半
七

女
劇
時
世
粧

お
ん
な
か
ぶ
き
い
ま
よ
う
す
が
た

』（
六
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
日
暮
林
清

塩
焼
等
太
（
ひ
ぐ
ら
し
り
ん
せ
い

し
お
や
き
と
う
だ

）
異
魔
昔
阿
露
雑
談

い
ま
は
む
か
し
お
つ
ゆ
ぞ
う
だ
ん

』（
六
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
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森
屋
治
兵
衛
板
）
文
化
十
一
年
七
月
晦
日
脱
稿
。

○
八
月
、
享
保
末
期
か
ら
文
化
十
一
年
十
一
月
ま
で
の
役
割
番
付
を
『
江
戸

三
芝
居
紋
番
付
』（
十
六
冊
、国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）と
名
づ
け
て
序
を
付
す
。

○
八
月
末
ご
ろ
、
落
咄
の
会
の
刷
物
を
集
め
て
貼
り
込
み
帳

『
落
話
会
刷
画
帖

お
と
し
ば
な
し
か
い
す
り
え
ち
よ
う

』（
裏
表
紙
題
簽
「
落
話
中
興
来
由
」）
の
作
成
開
始
（
文
化

十
四
年
十
月
五
日
朝
寝
坊
夢
羅
久
の
落
語
会
ビ
ラ
ま
で
収
録
）。

○
『
俳
諧
歌
兄
弟
百
首

は
い
か
い
か
き
よ
う
だ
い
ひ
や
く
し
ゆ

』（
鹿
津
部
真
顔
編
、
三
巻
三
冊
、
西
宮
弥
兵
衛
板
）
に
狂

歌
二
十
六
首
。

○
門
人
古
今
亭
三
鳥
作
の
『
本
町
育
戯
作
清
書

ほ
ん
ち
よ
う
そ
だ
ち
け
さ
く
の
き
よ
が
き

』（
合
巻
、
三
巻
一
冊
、
歌
川
美

丸
画
、
西
宮
新
六
板
）
に
序
文
を
寄
せ
る
。

○
お
な
じ
く
古
今
亭
三
鳥
作
の
『
江
戸
桜
全
盛
色
里

え
ど
ざ
く
ら
ぜ
ん
せ
い
い
ろ
ざ
と

』（
合
巻
、
六
巻
二
冊
、

歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）
の
最
終
丁
に
肖
像
を
載
せ
る
。
口
絵
の
賛
に

狂
歌
一
首
「
傾
城
に
ま
こ
と
な
し
と
は
傾
城
に
う
そ
い
ふ
客
や
い
ひ
は

じ
め
け
ん

三
馬
」
を
収
め
る
。

○
お
な
じ
く
古
今
亭
三
鳥
作
の
合
巻
『
源
平
外
伝

源
太
梅
ケ
枝
物
語

げ
ん
だ
う
め
が
え
も
の
が
た
り

』（
合
巻
、

六
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）
の
口
絵
に
狂
歌
一
首
「
い
に
し
へ

を
今
み
よ
し
の
ゝ
花
の
影
う
つ
れ
は
川
を
山
と
な
し
け
り
」を
収
め
る
。

○
八
月
、
故
桜
川
杜
芳
の
黄
表
紙
仕
立
て
の
噺
本
『
繋
升
三
升
繋

つ
な
ぎ
ま
す
み
ま
す
つ
な
ぎ

』
の
稿

本
を
入
手
し
桜
川
慈
悲
成
に
極
書
を
頼
む
。『
繋
升
三
升
繋
』
は
未
刊

に
終
わ
っ
た
模
様
。
式
亭
三
馬
旧
蔵
本
の
複
製
が
稀
書
複
製
会
第
一
期

に
収
録
。「
文
化
十
二
年
乙
亥
秋
八
月
下
浣
補
表
装
収
蔵

式
亭
主
人
」

と
識
語
。
翌
文
化
十
三
年
春
に
四
方
歌
垣
（
鹿
津
部
）
真
顔
に
跋
文
を
頼

ん
で
お
り
、
真
顔
の
跋
を
備
え
る
。

文
化
十
三
年
、
一
八
一
六
、
丙
子
、
四
十
一
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
女
房
か
た
ぎ
後
編

善
悪
両
面

合
鏡
女
風
俗

あ
わ
せ
か
が
み
お
ん
な
ふ
う
ぞ
く

』（
五
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）

『
幡
随
蝶
兵
衛

払
化
調
兵
衛
（
ば
ん
ず
い
ち
よ
う
べ
え

ほ
つ
け
ち
よ
う
べ
え

）
任
俠
中
男
鑑

お
と
こ
の
な
か
の
お
と
こ
か
が
み

』（
七
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、

鶴
屋
金
助
板
）

○
正
月
、『
俳
諧
歌
觽
』（
二
巻
二
冊
、
西
宮
弥
兵
衛
・
万
屋
太
治
右
衛
門
板
）
刊
行
。

○
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
に
収
録
の
当
年
刊
『
梅
幸
茶
婀
娜
染
色

ば
い
こ
う
ち
や
あ
だ
な
そ
め
い
ろ

』（
合

巻
、
式
亭
三
馬
作
、
歌
川
国
貞
画
）
が
刊
行
さ
れ
た
と
す
る
が
、
概
本
は
未

見
。
お
そ
ら
く
未
刊
。

文
化
十
四
年
、
一
八
一
七
、
丁
丑
、
四
十
二
歳

○
正
月
、
左
記
の
合
巻
刊
行
。

『
恋
窪
昔
語
（
こ
い
が
く
ぼ
の

む
か
し
が
た
り
）
契
情
畸
人
伝

け
い
せ
い
き
じ
ん
で
ん

』（
七
巻
二
冊
、
柳
川
重
信
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）

『
お
妻
八
郎
兵
衛

お
傘
六
郎
兵
衛
（
お
つ
ま
は
ち
ろ
べ
え

お
か
さ
ろ
く
ろ
べ
え
）

五
色
潮
来
艶
合
奏

ご
し
き
い
た
こ
あ
だ
な
つ
れ
ぶ
し

』（
六
巻
三
冊
、
歌
川
国

貞
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）

『
昔
帯
の
お
艶
好

今
織
の
市
松
形
（
む
か
し
お
び
の
お
え
ん
ご
の
み

い
ま
お
り
の
い
ち
ま
つ
が
た

）

艶
容
歌
妓
結

は
で
す
が
た
お
ど
り
こ
む
す
び

』（
七
巻
三
冊
、
歌
川

国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）

○
正
月
、
左
記
の
滑
稽
本
を
刊
行

『
四
十
八
癖
』
三
編
（
一
巻
一
冊
、
柳
川
重
信
画
、
鶴
屋
金
助
板
）。
文
化

十
三
年
丙
子
の
八
月
中
浣
序
。
文
化
十
三
年
丙
子
臘
月
脱
稿
。

『
大
千
世
界
楽
屋
探

だ
い
せ
ん
せ
か
い
が
く
や
さ
が
し

』（
三
巻
三
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
鶴
屋
金
助
板
）。

○
『
大
全
一
筆
啓
上

た
い
ぜ
ん
い
つ
ぴ
つ
け
い
じ
よ
う

』（
往
来
物
、
半
紙
本
一
冊
、
英
平
吉
板
）
刊
行
。
文
化
七
年

四
月
自
序
。

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）
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○
『
新
吉
原
細
見
』
春
の
部
に
序
文
。

○
『
北
斎
漫
画
』
七
編
に
序
文
。

文
化
十
五
／
文
政
元
年
、
四
月
二
十
二
日
改
元
、
一
八
一
八
、

戌
寅
、
四
十
三
歳

○
正
月
、『
四
十
八
癖
』
四
編
（
滑
稽
本
、
一
巻
一
冊
、
歌
川
美
丸
画
、
鶴
屋
金
助
板
）

刊
行
。

○
『
新
吉
原
細
見
』
春
の
部
に
序
文
。

○
三
月
、
伊
勢
古
市
の
牛
車
楼
の
た
め
の
景
物
本
『
伊
勢
名
物
通
神
風

い
せ
め
い
ぶ
つ
か
よ
う
か
み
か
ぜ

』

（
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
直
画
、
備
前
屋
小
三
郎
板
）
を
刊
行
し
た
。
備
前
屋
小
三

郎
と
三
馬
と
の
仲
立
ち
に
は
柳
斎
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、『
伊
勢
名
物
通
神
風
』
の
巻
末
広
告
に
「
式
亭
三
馬
先
生
狂
文
、
四

方
真
顔
先
生
狂
歌
」
の
「
新造
（
あ
ら
た
に

つ
く
る

）
桜
迺
間
御
披
露
之
報
条

さ
く
ら
の
ま
ご
ひ
ろ
う
の
ち
ら
し

」
と
い

う
報
条
文
が
「
新
楼
桜
迺
間
大
踊
之
図
」（
柳
々
居
辰
斎
先
生
画
）
と
彩
色

二
枚
続
で
作
ら
れ
た
と
す
る
。
前
者
は
石
水
博
物
館
が
所
蔵
の
報
條
文

「
あ
ら
た
か
た
と
の
の
造
り
た
る
こ
と
を
国
々
に
つ
げ
た
る
詞

式
亭

三
馬
戯
述
」（
文
化
十
五
年
三
月
備
前
屋
小
三
郎
板
）
と
思
わ
れ
る
。
狂
歌
堂

（
鹿
津
部
）
真
顔
の
狂
歌
は
「
ひ
ら
く
よ
り
花
見
車
の
立
つ
く
し
桜
の
間

毎
透
や
な
か
ら
む
」。「
新
楼
桜
迺
間
大
踊
之
図
」
は
岩
切
友
里
子
「
辰

斎
筆
「
住
吉
反
橋
図
」
に
関
連
し
て
、
辰
斎
・
真
顔
・
柳
斎
の
交
遊
」

（『
北
斎
研
究
』
31
号
・
平
成
14
・
5
）
末
尾
図
録
に
紹
介
。

○
六
月
刊
、
錦
糸
亭
綾
機
債
主
・
花
咲
庵
米
守
校
合
『
遊
里
三
景

狂
歌
よ
み
人

名
寄
細
見
記

な
よ
せ
さ
い
け
ん
き

』（
魚
屋
北
渓
画
）
に
序
文
と
狂
歌
五
首
。『
狂
歌
よ
み
人
名

寄
細
見
記
』
は
三
馬
序
の
年
次
を
文
政
四
年
に
変
更
し
た
文
政
六
年
版

も
存
在
。

○
五
代
目
市
川
団
十
郎
追
善
狂
歌
狂
文
集
『
以
代
美
満
寿

い

よ

み

ま

す

』（
烏
亭
焉
馬
編
、

本
年
序
）
に
狂
文
と
狂
歌
一
首
。

文
政
二
年
、
一
八
一
九
、
己
卯
、
四
十
四
歳

○
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』
に
本
年
刊
と
し
て
収
録
さ
れ
る

『
万
福
長
者
出
世
蔵

ま
ん
ぷ
く
ち
よ
う
じ
や
し
ゆ
つ
せ
ぐ
ら

』（
歌
川
国
貞
画
、
三
冊
）
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

○
閏
四
月
二
十
日
か
ら
八
月
二
十
二
日
の
間
に
、
上
京
し
た
本
居
内
遠
と

面
会
し
た
よ
う
で
あ
る
（「
内
遠
略
年
譜
考
」、『
国
学
者
伝
記
集
成
』
に
よ
る
）。

○
こ
れ
か
ら
没
年
ま
で
の
間
に
『
浮
世
絵
類
考
』
に
加
筆
し
た
か
。

○
当
年
刊
行
、
門
人
福
亭
三
笑
作
の
『
累
辞
絹
川
堤

か
さ
ね
こ
と
ば
き
ぬ
が
わ
づ
つ
み

』（
合
巻
、
三
巻
一
冊
、

勝
川
春
亭
画
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）
の
口
絵
に
狂
歌
一
首
「
傾
城
に
ま
こ
と
な

し
と
は
け
い
せ
い
に
う
そ
い
ふ
客
や
い
ひ
初
め
け
む
」
を
収
め
る
。

加
え
て
、
最
終
丁
に
春
亭
画
の
万
歳
の
絵
に
画
賛
「
う
ら
ゝ
か
に
ま
つ

た
ち
そ
む
る
あ
さ
か
す
み
こ
れ
か
ら
そ
ろ
〳
〵
ま
ん
ざ
い
の
春
」。

文
政
三
年
、
一
八
二
〇
、
庚
辰
、
四
十
五
歳

○
正
月
、『
松
竹
梅
女
水
滸
伝

し
よ
う
ち
く
ば
い
お
ん
な
す
い
こ
で
ん

』
前
編
（
合
巻
、
六
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
山
本

平
吉
板
）
刊
行
。

○
寛
政
七
年
刊
の
黄
表
紙
『
碁
太
平
記
白
石
噺
』
の
改
板
再
刻
本
（
五
巻

二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）
を
刊
行
。

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）

三
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○
『
新
吉
原
細
見
』
秋
の
部
に
序
す
る
。

○
十
一
月
、『
浮
世
風
呂
』
前
編
、
上
総
屋
利
兵
衛
・
丹
後
屋
伊
兵
衛
よ
り

再
刻
さ
れ
る
。
翌
春
「
浮
世
風
呂
」
五
編
開
板
の
広
告
が
載
る
が
刊
行

さ
れ
ず
。

◯
諌
鼓
堂
尾
佐
丸

か
ん
こ
ど
う
お
さ
ま
る

編
『
戯
場
百
人
一
首

し
ば
い
ひ
や
く
に
ん
い
つ
し
ゆ

』
に
序
文
。

○
当
年
刊
行
、
古
今
亭
三
鳥
作
の
『
四
季
物
語
廓
寄
生

し
き
も
の
が
た
り
さ
と
の
や
ど
り
ぎ

』（
合
巻
、
六
巻
二
冊
、

歌
川
美
丸
画
、
西
宮
新
六
板
）
口
絵
に
狂
歌
一
首
「
わ
け
の
ほ
る
花
の
よ
し

の
も
吉
原
も
山
口
よ
り
そ
咲
き
は
し
め
け
る
」
を
収
め
る
。

○
こ
の
年
以
外
の
西
宮
新
六
の
広
告
も
該
当
す
る
が
、
文
政
二
年
刊
行
の

合
巻
『
ば
け
も
の
世
帯
気
質
』（
二
巻
一
冊
、
晋
米
斎
玉
粒
作
、
歌
川
美
丸
画
、

西
宮
新
六
板
）
の
広
告
な
ど
に
「
松
会
読
本

竹
本
正
本

引
書
語
三
枡
大
夫

ひ
き
が
た
り
さ
ん
し
や
う
だ
い
ふ

」（
式
亭
三
馬

作
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）
が
見
え
る
。
三
馬
に
よ
っ
て
は
刊
行
さ
れ

ず
、
同
名
の
書
（『
引
書
語
三
姓
太
夫
』
初
編
〜
四
編
、
嘉
永
二
〜
五
年
）
を
刊
行

し
て
い
る
楽
亭
西
馬
に
趣
向
あ
る
い
は
草
稿
が
引
き
継
が
れ
た
か
。

文
政
四
年
、
一
八
二
一
、
辛
巳
、
四
十
六
歳

○
正
月
、『
松
竹
梅
女
水
滸
伝
』
後
編
（
合
巻
、
七
巻
三
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
山
本

平
吉
板
）
刊
行
。

○
正
月
、『
茶
番
早
合
点
』（
滑
稽
本
、
一
巻
一
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮
新
六
板
）

刊
行
。
文
政
三
年
十
一
月
稿
成
。

文
政
五
年
、
一
八
二
二
、
壬
午
、
四
十
七
歳

○
閏
正
月
六
日
死
去
。

○
深
川
雲
光
院
寺
中
、
長
源
寺
に
埋
葬
さ
れ
る
。
戒
名
は
歓
誉
喜
楽
奏
天

信
士
。
関
東
大
震
災
後
に
、
現
在
の
墓
所
の
東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷

一
丁
目
の
正
泉
寺
に
改
葬
。

文
政
六
年
、
一
八
二
二
、
癸
未

○
正
月
に
『
客
者
評
判
記
』
再
板
。

○
『
狂
歌
書
目
集
成
』
に
よ
る
と
石
川
雅
望
撰
の
狂
歌
絵
本
『
狂
歌
笛
竹

集
』
に
京
伝
、
種
彦
ら
と
と
も
に
画
い
た
よ
う
だ
が
該
本
は
不
詳
。

文
政
二
年
五
月
二
十
九
日
に
烏
亭
焉
馬
よ
り
六
樹
園
に
あ
て
た
『
狂
歌

笛
竹
集
』
の
画
に
関
す
る
書
簡
（
中
村
幸
彦
氏
旧
蔵
）
が
存
在
す
る
（
粕
谷
宏

紀
『
石
川
雅
望
研
究
』）。

○
古
今
亭
三
鳥
『
花
競
操
日
記

は
な
く
ら
べ
み
さ
お
に
つ
き

』（
合
巻
、
六
巻
二
冊
、
小
川
美
丸
画
、
森
屋
治
兵

衛
板
）
は
三
馬
校
合
。
下
巻
一
丁
表
に
式
亭
三
馬
と
古
今
亭
三
鳥
の
画

像
が
並
び
、
狂
歌
一
首
「
世
わ
た
り
も
戯
作
の
み
ち
も
よ
く
ば
り
て
よ

く
ば
り
つ
く
は
古
今
亭
あ
そ
」。

文
政
七
年
、
一
八
二
四
、
甲
申

○
『
茶
番
早
合
点
』
二
編
（
滑
稽
本
、
二
巻
二
冊
、
歌
川
国
直
画
、
西
宮
新
六
板
）

刊
行
。

◯
『
坂
東
太
郎
強
盗
譚

ば
ん
ど
う
た
ろ
う
ご
う
と
う
も
の
が
た
り

』
初
編
（
合
巻
、
五
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西
宮
新
六
板
）

刊
行
。

式
亭
三
馬
年
譜
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二
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文
政
八
年
、
一
八
二
五
、
乙
酉

○
『
坂
東
太
郎
強
盗
譚
』
中
・
下
編
（
合
巻
、
各
五
巻
二
冊
、
歌
川
豊
国
画
、
西

宮
新
六
板
）
刊
行
。

○
『
梅
精
奇
談
（
ば
い
せ
い

き
だ
ん

）

魁
草
紙

さ
き
が
け
そ
う
し

』（
読
本
、
五
巻
五
冊
、
歌
川
国
安
画
、
河
内
屋
太
助
・

鶴
屋
喜
右
衛
門
板
）
刊
行
。

文
政
九
年
、
一
八
二
六
、
丙
戌

○
南
杣
笑
楚
満
人
（
為
永
春
水
）
校
正
『
稽
古
三
味
線

け
い
こ
し
や
み
せ
ん

』（
滑
稽
本
、
三
巻
三
冊
、

歌
川
国
直
画
、
西
村
与
八
・
大
坂
屋
茂
吉
板
）
刊
行
。

○
三
馬
店
判
じ
絵
刷
物
「
蝶
花
形

ち
よ
う
は
な
が
た

」「
花
勝
実

は
な
か
つ
み

」
を
三
馬
の
署
名
で
発
行
。

文
政
十
年
、
一
八
二
七
、
丁
亥

○
正
月
、『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝

う
ん
り
ゆ
う
く
ろ
う
ち
ゆ
う
と
う
で
ん

』
初
編
（
合
巻
、
五
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮

新
六
板
）
刊
行
。

文
政
十
一
年
、
一
八
二
八
、
戌
子

○
正
月
、『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝

う
ん
り
ゆ
う
く
ろ
う
ち
ゆ
う
と
う
で
ん

』
二
編
（
合
巻
、
五
巻
二
冊
、
歌
川
国
貞
画
、
西
宮

新
六
板
）
刊
行
。
刊
年
推
定
は
専
修
大
学
向
井
文
庫
本
の
蔵
版
目
録
。

文
政
十
二
年
、
一
八
二
九
、
己
丑

○
正
月
、『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝

う
ん
り
ゆ
う
く
ろ
う
ち
ゆ
う
と
う
で
ん

』
三
編
・
四
編
（
合
巻
、
各
五
巻
二
冊
、
北
尾
重

政
画
、
西
宮
新
六
板
）
刊
行
。

○
『
雲
龍
九
郎
偸
盗
伝
』
の
板
木
、
三
月
二
十
一
日
の
大
火
に
よ
り
焼
失
。

文
政
十
三
／
天
保
元
年
、
十
二
月
十
日
改
元
、
一
八
三
〇
、

庚
寅

○
三
馬
の
文
化
三
年
の
原
稿
を
も
と
に
し
た
洒
落
本『
潮
来
婦
志

い
た
こ
ぶ
し

』（
一
冊
）、

『
潮
来
婦
志
』
後
編
（
一
冊
）
が
刊
行
（
刊
年
推
定
は
『
洒
落
本
大
成
』
28
解
題
）。

弘
化
三
年
、
一
八
四
六
、
丙
午

○『
雷
太
郎
強
悪
物
語
』の
改
題
改
刻
版『
雷
太
郎
姦
勇
物
語

い
か
ず
ち
た
ろ
う
か
ん
ゆ
う
も
の
が
た
り

』（
十
巻
二
冊
、

歌
川
豊
国
画
、
森
屋
治
兵
衛
板
）
刊
行
。

嘉
永
四
年
、
一
八
五
一
、
辛
亥

○
息
子
小
三
馬
、三
馬
の
狂
文
集『
式
亭
狂
文
集
一
名
戯
想
文
』（
三
巻
三
冊
、

国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
の
稿
本
を
作
成
す
る
。

成
立
年
不
明
の
も
の

○
馬
琴
へ
の
書
簡
一
通
。
大
坂
の
文
金
堂
か
ら
の
手
紙
を
廻
送
す
る
と
い

う
内
容
（
国
立
国
会
図
書
館
編
『
貴
重
書
解
題
第
十
二
巻
書
簡
の
部
第
二
』）。

○
短
冊
一
つ
。
狂
歌
一
首
。
詞
書
、「
化
物
百
首
の
中
に
」。「
闇
の
夜
に

提
灯
小
僧
あ
し
も
と
の
あ
か
る
い
う
ち
に
き
え
て
な
く
な
れ
」（
国
立
国

会
図
書
館
編
『
貴
重
書
解
題
第
五
巻
名
家
短
冊
の
部
』）。

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
）

三
六



追
加

享
和
三
／
文
化
元
年
、二
月
十
一
日
改
元
、一
八
〇
四
、甲
子
、

二
十
九
歳

○
尾
上
栄
三
郎
・
沢
村
源
之
助
を
描
い
た
浮
世
絵
（
歌
川
豊
国
画
、
板
元
未
詳
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
作
品
番
号
001-1076）
に
賛
。

【
付
記
】
不
学
不
勉
強
に
つ
き
、
本
年
表
に
は
不
足
や
間
違
い
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ご

批
正
を
う
け
る
こ
と
も
年
譜
稿
公
開
の
目
的
で
あ
る
。
資
料
漏
れ
や
誤
り
を
見
つ
け

た
方
は
、
お
手
を
煩
わ
せ
ま
す
が
yoshim
aru@
hum
an.m
ie-u.ac.jp
ま
で
お
知

ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

本
稿
は
平
成
二
四
-二
六
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
学
術
研
究
助
成
基
金
（
若

手
研
究
（
Ｂ
））、
課
題
番
号
二
四
七
二
〇
〇
九
二
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

﹇
よ
し
ま
る

か
つ
や

本
学
教
員
﹈

式
亭
三
馬
年
譜
稿
（
二
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